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4. 共同利用研究会  
第 7回ニホンザル研究セミナー 



















張鵬（京都大・霊長研）Extra large clusters and their social 
structure of Japanese macaques (Macaca fuscata) in the 















































































































































































































































































































               （文責：遠藤秀紀） 
       
「異なる環境における霊長類の生態と行動の比
較」 




























































































      
アジア霊長類の行動，生態，遺伝，形態の所内研究
者の研究発表に加えて，共同利用研究員の染色体の核内
配置，細胞株開発・ウイルス疾患，染色体微細構造，ミ
トコンドリア全塩基配列解析の演題も加わって活発な
議論が行われた． 
共同利用研究によって行われた研究は，マカク類の
生体防御に対する遺伝的変異性の詳細な解析データ，糞
を使ったミトコンドリア全塩基配列の解析法と系統進
化研究への応用，ヘルペスウィルスを用いた新しい技術
による不死化細胞株作製法，染色体特異的プローブ作製
のための染色体顕微切断法，ならびに核内の染色体配置
解析法と核内配置の進化的意義ついてそれぞれ紹介が
あり有意義な議論が行われた．各研究課題とも方法なら
びに成果において，世界を牽引する内容を含んでおり，
共同利用研究成果として高い評価を得るものばかりで
あった．この研究会をとおして新たな共同研究も生まれ
た． 
流動部門の中間成果発表は下記のようなものであ
った．テナガザルの研究ではソングの雌雄におけるデュ
エット機構の進化，音声の種特性と個体変異性ならびに
地域変異性の発見，さらにそれらの研究を支える研究調
査地の重要性について議論があった．また音声の特性を
産む咽頭の形態の分化，ならびに分子系統地理学的研究
（染色体変異，ミトコンドリア DNAおよびマイクロサ
テライト DNAの分化）の新知見の紹介と意見交換があ
った．分布・生物地理・保全のセッションでは，スマト
ラにおける現在のファウナの調査データ，東南アジアの
マカク類の形態学的生物地理学データ，ならびにニホン
ザルの保全に関わる現状と理論・技術的問題点が紹介さ
れ，それぞれの新知見を基盤として活発な議論が行われ
た．形態・系統セッションではアジアのサル類の拡散経
路について，新しい仮説の提唱があり今後の展開が期待
された．分子生理セッションではペプシン遺伝子の多様
性とその機能の進化を通して，生物の大進化と摂食の進
化との因果関係が紹介され，遺伝子進化解析の重要性が
再認識された． 
過去 3年間の共同利用研究と流動部門の研究成果
を俯瞰することによって，成果の敷衍と問題点の修正に
ついて議論することができたことは大きな収穫であっ
た． 
（文責：平井啓久） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
